
 1 / 1 
 MRM だより

平成23年度 安全管理室 新メンバーでスタート 
 
室 長           中村副院長 
副室長（院内感染担当）  橋倉呼吸器科部長 
院内感染管理者      河野副看護部長 
医療安全管理者      森本看護課長 
防犯・暴言・暴力担当     小網事務部主幹 
苦情・訴訟・災害医療担当  大坂事務部課長 

奥野事務部係長 
医薬品安全管理責任者    伴薬剤部長 
医療機器安全管理責任者   松井放射線科技師長 
患者相談・苦情担当    澤本事務部係長（入院担当） 

大塚事務部主任主事（外来担当） 

着任のご挨拶 
                     安全管理室 小網 勝 

ご挨拶申し上げます。 

この度済生会滋賀県病院の一員となりました安全管理室の小網でございます。私は前職でありました、滋

賀県警察に42年間奉職しておりました。この間主に刑事警察に籍を置き、正義を念頭に被害者の立場に立ち、

犯人と対峙し事件を解決し、地域住民が安心安全に生活を送れるよう邁進してまいりました。今42年間を振

り返りますと、「納得のいく十分な仕事はできただろうか？できた、いや十分な仕事ができなかった」と自問

自答し結論はでないものの、できたと自身に言い聞かせ納得している次第です。 

今回、安全管理室の一員となるに際し、私が世間で揉まれ42年間の警察人生で培った経験を最大限に発揮

し、皆様が安心して仕事ができるよう力になる所存でございます。とは言いましても第 2の職場はこれまで

の職場とは全く異色な職場であり、先ずは早く職場の雰囲気に慣れ、皆様から信頼され一日も早く皆様の中

に溶け込み、気軽に声を掛けていただけるよう頑張ります。そして、元気と明るさをモットーに日々努力し、

明るい職場・楽しい職場作りに努めますので、皆様のご支援の程よろしくお願いいたします。 
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指示
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薬剤 輸血 
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ンチュ

ーブ 

検査 
療養上

の世話 

その

他 
合計 

医師 8(2) 2(0) 0(0) 10(8) 2(0) 2(0) 3(0) 1(0) 2(1) 30(11) 

看護師・助産師・准看護師 33(26) 292(310) 2(12) 59(72) 15(24) 76(67) 110(75) 215(229) 20(13) 822(828) 

看護助手 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 6(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 6(0) 

薬剤師 0(0) 61(42) 0(1) 0(0) 0(0) 0(0) 3(0) 0(0) 0(0) 64(43) 

放射線技師 4(1) 3(8) 0(0) 0(0) 4(2) 1(0) 18(18) 1(0) 2(1) 33(30) 

検査技師 1(2) 0(0) 3(8) 0(0) 0(0) 0(0) 88(32) 1(0) 2(2) 95(44) 

PT・OT・ＳＴ 0(0) 0(0) 0(0) 11(7) 0(0) 5(3) 0(0) 3(4) 2(1) 21(15) 

社会福祉士 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 

管理栄養士 1(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 39(37) 0(0) 40(37) 

視能訓練士 0(1) 0(3) 0(0) 0(0) 0(0) 0(0) 1(0) 0(0) 1(1) 2(5) 

ＭＥ 0(0) 8(3) 0(0) 6(2) 7(1) 0(0) 1(2) 0(0) 1(0) 23(8) 

事務職員 11(2) 0(3) 0(0) 1(1) 0(0) 1(0) 6(2) 0(0) 3(1) 22(9) 

合計 58(34) 366(369) 5(21) 87(90) 34(27) 85(70) 230(129) 260(270) 33(20) 1158(1030) 

東東日日本本大大震震災災（（ＤＤＭＭＡＡＴＴ編編））  
 

安全管理室 奥野 史寛

3月 11日 午後 2時 46分、東北地方を中心とする大きな地震が発生しました。滋賀県でも震度 2

～3の揺れを観測し、当院で勤務していた職員においても揺れを感じたのではないでしょうか。 

 安全管理のため、院内を巡回していると、とある病棟のテレビから地震の映像が目に飛び込んでき

ました。それは、凄まじい勢いで津波が町に襲い掛かるＬＩＶＥ映像です。直ちに院内に災害対策本

部を立ち上げ、情報収集やＤＭＡＴ派遣の検討を行いました。 

 滋賀県内のＤＭＡＴ派遣は滋賀県からの依頼の基で行うものと定められているため、災害対策会議

では派遣を決定したものの、滋賀県からの依頼待ちという状況が続きました。そして、午後8時に滋

賀県より派遣依頼があり、ＤＭＡＴ出動に至りました。当院ＤＭＡＴ隊は宮城県仙台市の仙台医療セ

ンターへ救急車で向い、約13時間後の翌朝9時30分に到着しました。仙台医療センターでの活動は、

黄エリアの責任者としての活動および近隣災害拠点病院の情報収集を実 

施し、活動を終了しました。 

 この未曾有の大災害により、ＤＭＡＴ初のミッション等も多数行われ 

たため、今後起こりうる東海・東南海地震への課題も山積みとなってい 

ます。まだ東日本大震災が終息していない状況ではありますが、日本Ｄ 

ＭＡＴは次の災害へ向け動き始めています。 

平成 22 年度 インシデント報告 
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